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次世代研究データ基盤としてのNII RDC

データガバナンス機能

秘匿解析機能
安全で強固なデータの
保存・保護機能を有す
る超鉄壁ストレージを
提供し、機微な情報も
安⼼して保全

セキュア蓄積環境

コード付帯機能
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NII RDCを7つの側⾯から⾼度化・全国展開して研究DXを⽀援

データプロビナンス機能
データの来歴情報の管理か
ら利⽤状況を把握でき、
データ公開へのインセン
ティブモデルを提供

信頼

データ・プログラム・解析環
境のパッケージ化と流通機能
を提供し 、 研究成果の再現性
を⾶躍的に向上

RDMに必要なスキルを学ぶ環境を提供し、
全ての研究者を新しい科学の実践者へと育成

計画に基づきデータ管理等を
機械的に⽀援し、DMPをプロ
ジェクト管理に不可⽋な仕組
みへと変⾰

専⾨的なキュレーション
を実践できるエコシステ
ムを構築し、データ再利⽤
の促進に寄与

秘密計算技術で機微な
情報も安⼼して解析で
きる環境の提供で、新
しいデータ駆動型研究
の世界を開拓

⼈材育成基盤

キュレーション機能



本事業を通じて実現すべきこと
2016年︓研究データライフサイクルを⽀援する3基盤の必要性（学術会議）
2017年︓3基盤によるNII RDCの開発開始
2020年︓NII RDCの有効活⽤のために機能⾼度化の必要性（学術会議）
2021年︓3基盤によるNII RDCの運⽤開始
2021年︓海外の動向をにらみ7機能による⾼度化の具体化
2022年︓本事業による⾼度化7機能の設計・開発開始

本事業ミッション︓NII RDCの意味のある⾼度化と全国展開

融合活⽤開拓
ユースケース

ルール
ガイドライン

スキル設定
⼈材育成

PF連携
データ連携

各プラクティスからのニーズ
分野系 組織系

• 各チームからのニーズをいかに実装していくか︖
• どれだけ使い勝⼿の良い基盤にしていくか︖

現状

事業
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• 各⾼度化機能は研究DXに資するもの
• ⾼度化機能がどれだけ研究シーンに変⾰をもたらし

ているか︖
• NII RDCが、基盤センター、図書館、研推などの業

務に変⾰をもたらしているか︖

テーマ１（本事業が⽬指すべきゴール）
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• 研究分野にどのようにアプローチできるか︖
• 従来のNIIのチャネルで機関へのアプローチは⽐較

的容易。
• NII RDCを研究推進に活⽤していく上では、分野の

アプローチが必須。

テーマ２（本事業を全国展開する上での課題と⽅策）
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yamaji@nii.ac.jp
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